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鞘葉節分げつ、第1,2葉節分げつは稚苗移植栽培では発生しないのが普通。育苗時に密植状態にあ
ることや移植の植え痛みの影響による。本来なら出るはずの分げつが、生育環境などの影響で出なく
なることを、分げつの休眠という。

直播栽培では第1葉節分げつが出ることもある。鞘葉節分げつはごくまれに発生するが生長は貧弱。
直播栽培でこれらの低位節分げつが発生するのは、育苗条件にくらべて栽植密度が低いため。低位
節の分げつは一般に強勢な分げつだが、第1ないし2葉節分げつまでは例外的で弱勢である。

同じ時期に出る葉（同伸葉）を同
じ節位にそろえて描くと、分げつ

の全体像が把握しやすい

分げつ体系（主稈第12葉抽出時）
分げつは2次分げつまでとした場合
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主茎第n葉節からの1次分げつ（第n号分げつ）

第n号分げつの第m葉節からの2次分げつ
1) 一番上位節の１次分げつが主茎のどの節から出るかを考え、一番上の1次分げつを描く（主茎最上位葉の3枚下の葉の節から出
る）
2) その分げつには葉が1枚だけつく（同伸葉の関係による）
3) 続いて順次それより下の1次分げつを描いていく（分げつの節位が1つ下がるごとに1次分げつにつく葉の数は1枚ずつ増える）
4) 各1次分げつについて、1)～3)と同じことを行って2次分げつを描いていく（主茎と1次分げつの間に成り立つ関係が、1次分げつと2
次分げつの間にも成り立つ）

図を描く時のコツ：（正し
い分げつ図が描けてい
なかった人のために）

活着の遅れの悪影響
1) 初発分げつ（最初に発生する分げつ）節位が上昇したり、初発分げつが弱勢になる
　活着するまで苗は栄養的に不良環境下におかれるため、分げつの発育に悪影響するから
　本来生産力の高い下位節の分げつ数が減少したり、弱勢になるので、収量への悪影響がある
2) 新葉の出葉が遅れるので初発分げつの発生時期が遅れ（同伸葉の関係による）、主茎葉数の減少（分げつ数
の減少に繋がる）や出穂の遅れを招く（早生品種で相対的に影響が大きいが、晩生品種では小さい）。

活着が遅れても、出穂の時期はそれほど遅れない傾向にある（ある特定の地域に
おける出穂の時期は品種と移植時期が決まっていれば、ほぼ一定：なぜかは、前
期の「植物生産環境情報学」に関連の講義内容があります）ので、活着の遅れ
は、活着～出穂までの期間の長さ、つまり、分げつの期間の長さを短くすることに
なる。分げつ期間が短くなると、その間に出る主茎の葉の数が少なくなり、その結
果、1次分げつ、ひいては2次分げつなども少なくなる。

分げつについてより詳しく知りたい人は、星川清親著「解剖図説イネの生長」
p.157-178.等を参照すると良い。イネを扱う人は必携の名著。

ここでは、主稈第12葉が止葉（最上位の葉、つまり穂の直下の葉）ではないと仮定し、
発生しうる分げつのうち、鞘葉節に由来するもの以外をすべて記載したが、鞘葉節由
来の分げつも含めると分げつ数はさらに8本増えて、39(主稈を含む）本になる。一
方、主稈第12葉が止葉だとすると、上位節（7～9）の１次分げつが発生しない（分げつ
を発生しない非伸長節間数を5とした場合）など、↓つきの分げつは発生しない。


